
誘導員 雪氷車両の誘導を行う 改定日　2021.4.14

留意事項

・車両カバンの準備 ・車両カバン内業務用プレート.鍵の有無確認

・車両点検の実施 ・運行前点検.各装備のチェック搭載備品の有無確認(積荷の飛散防止確認)　立て看板　５枚
・異常がある場合報告し指示を仰ぐ

・作業打ち合わせ（ＫＹ活動）各基地に体制と予報の確認 ・リスクアセスメントによる危険予知訓練の実施

・雪氷本部の指示にて出動する ・（上）網掛へ２名園原へ１名(到着後雪氷本部に出発到着の時間を報告する)

・（上）網掛到着後上下線非常開口部を開け基地にて待機(２名にて) ・開放後鎖チェーンとラバコンにて使用する迄閉めておく

・園原到着後見張り小屋にて待機  (１名にて) ・備品の点検等しておく

・雪氷本部より指示があったら準備作業に入る ・（上）網掛(光っ子を所定の場所に４ヶ設置する)
・園原(トンネル内標識の電源を入れる)

・雪氷車両が作業に入ったら誘導作業に入る
(作業車両と合図の確認をしっかり行う特に園原誘導員)

・積雪時は足元が滑りやすいので転倒等に注意する
・積雪時は排雪及び凍結防止剤を使用し足元を確保する
・園原(上り線にて作業車両を蛍光棒で誘導する)
・（上）網掛(開口部を閉め備品を片づける)

・雪氷本部より指示があったら終了作業に入る ・園原(備品を片付ける)
・上記トンネル内標識電源のスイッチを切ること

・飯田基地到着後雪氷本部にマイクロをする ・出発到着の時間を報告する

・使用車両の給油.洗車.片づけの確認をする ・運行後点検.各装備のチェック搭載備品の有無確認

・洗車を行う ・洗車手順書に準ずる

・車両カバンの返納 ・車両カバン内業務用プレート.鍵の有無確認をしてもらう事

・終礼の実施 ・リスクアセスメントによる危険予知訓練により実施
注意事項
・足場上からの墜落注意 作業編成(標準） 員数

・誘導時は十分な車間距離を確認し誘導を行う 責任者 1名

・エンカルを使用し足下が滑らないようにする 作業員 1名～2名

・1人作業の禁止
安全器具・保護具確認
ヘルメット・反射（自発光）チョッキ・反射スパッツ

発煙筒・黄旗・警笛・蛍光棒

蛍光棒

笛

内容

準備工

作業開始

・（上）網掛　(１名誘導台の上で蛍光棒にて誘導する他１名は下り線車両が確認できる位置にて通行車両に
注意喚起をする)

作業終了

資機材


